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日
本
海
海
戦
を
支
え
た

　
三
六
式
無
線
電
信
機
と
無
線
通
信
状
況
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日
本
海
海
戦
の
端
緒
に
お
け
る
仮
装
巡
洋
艦

信
濃
丸
か
ら
の
無
線
電
信
は
、
聯
合
艦
隊
側
に

十
分
な
事
前
情
報
を
与
え
、
的
確
な
戦
術
を
講

じ
る
に
必
要
な
準
備
を
与
え
た
。
三
六
式
無
線

電
信
機
の
開
発
に
邁
進
し
た
木
村
駿
吉
海
軍
技

師
は
、
海
戦
の
後
に
、
大
い
に
感
謝
を
さ
れ
た
。

　
他
方
、
筆
者
ら
は
長
年
疑
問
を
抱
い
て
き
た

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
三
六
式
無
線
電
信
機
の

公
称
通
信
距
離
が
80
海
里
（
約
１
５
０
㎞
）
で

あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
と
き
に
は
こ
れ
を
大

き
く
超
え
る
通
信
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。

　
こ
の
ほ
ど
筆
者
ら
は
、
三
六
式
無
線
電
信
機

の
開
発
か
ら
海
戦
時
に
到
る
電
波
伝
搬
状
況
を

調
べ
、
当
時
の
電
離
層
の
状
態
が
長
距
離
通
信

を
も
た
ら
す
好
機
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
か
め

た
。

　
す
な
わ
ち
、
日
本
海
海
戦
に
お
い
て
は
、
天

も
わ
が
国
に
無
線
電
信
で
味
方
し
た
と
言
え

る
。

○
電�

波
は
電
離
層
で
反
射
し
て

　
遠
距
離
に
と
ど
く

　
三
六
式
無
線
電
信
機
の
発
す
る
電
波
の
周
波

数
は
、
使
用
し
た
空
中
線
（
ア
ン
テ
ナ
）
の
形

状
や
寸
法
か
ら
、
中
波
帯
（
ラ
ジ
オ
放
送
帯
）

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
こ
の
電
波
は
、

地
球
上
空
に
発
生
す
る
電
離
層
の
壁
に
当
た
っ

て
遠
距
離
に
届
く
こ
と
が
、
日
本
海
海
戦
の
10

余
年
後
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
第
１
図
に

電
離
層
で
中
波
や
短
波
が
反
射
す
る
様
子
を
示

し
た
。

　
他
方
、
電
離
層
は
太
陽
か
ら
の
磁
気
あ
ら
し

で
大
き
く
乱
れ
、
地
上
か
ら
の
電
波
を
反
射
し

に
く
く
す
る
こ
と
も
そ
の
後
に
分
か
っ
て
き

た
。
磁
気
あ
ら
し
の
有
無
は
、
黒
点
の
数
を
観

測
す
る
こ
と
で
予
知
で
き
る
。

○�

電
離
層
を
乱
す
太
陽
黒
点
は
４
０
０
年
前
か

ら
観
測
さ
れ
て
い
る

　
実
は
無
線
電
信
が
発
明
さ
れ
る
相
当
以
前
か

ら
、
太
陽
の
黒
点
数
は
観
測
が
始
ま
っ
た
。
第

２
図
に
ベ
ル
ギ
ー
の
王
立
天
文
観
測
所
の
過
去

４
０
０
年
間
の
観
測
の
結
果
を
示
す
。
第
３
図

は
、
こ
の
中
の
日
本
海
海
戦
が
行
わ
れ
た
前
後

数
十
年
間
を
部
分
拡
大
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
太
陽
黒
点
数
は
日
々
変
動
す
る
が
、
平
均
値

で
み
る
と
11
年
周
期
で
増
減
を
繰
り
返
す
。
海

軍
大
学
校
が
遠
距
離
無
線
通
信
実
験
を
開
始
し

た
１
９
０
０
年
は
太
陽
黒
点
数
が
最
低
値
に
あ

り
、
日
本
海
海
戦
が
行
わ
れ
た
１
９
０
５
年
も

黒
点
の
増
加
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
１
９
５
０
年

代
に
入
る
と
黒
点
数
は
２
０
０
個
を
超
え
、
太

陽
活
動
が
激
し
く
な
り
電
離
層
は
乱
れ
る
。
す

な
わ
ち
仮
想
巡
洋
艦
信
濃
丸
が
バ
ル
チ
ッ
ク
艦

隊
を
発
見
し
た
１
９
０
５
年
（
明
治
38
年
）
５

月
27
日
の
太
陽
の
黒
点
数
は
、
75
と
少
な
い
時

期
で
、
遠
距
離
通
信
に
適
し
た
状
況
に
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。

○
電
離
層
の
強
さ
も
季
節
や
昼
夜
で
変
化
す
る

　
三
六
式
無
線
電
信
機
の
中
波
帯
電
波
は
、
地

表
上
空
50
～
90
㎞
に
存
在
す
る
電
離
層
Ｄ
層
で

反
射
す
る
が
、
夜
間
や
冬
期
に
は
電
子
密
度
が

小
さ
く
な
り
Ｄ
層
を
通
過
し
て
、
90
～
１
６
０

㎞
の
電
子
密
度
の
高
い
Ｅ
層
で
反
射
す
る
。
こ

の
た
め
よ
り
遠
方
に
電
波
が
到
達
す
る
。

　
第
４
図
に
昼
夜
の
違
い
が
伝
播
状
況
を
変
え

る
様
子
を
示
す
。
夜
間
は
電
離
層
が
一
定
高
度

に
密
に
存
在
す
る
が
、
昼
間
は
幅
の
あ
る
高
度

に
広
が
り
密
度
が
低
く
な
る
。
こ
の
た
め
電
波

反
射
は
電
離
層
が
高
密
度
と
な
る
夕
方
か
ら
早

朝
ま
で
生
じ
て
、
発
信
電
波
は
遠
距
離
に
伝
搬

す
る
。

　
仮
装
巡
洋
艦
信
濃
丸
が
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
の

発
見
を
伝
え
た
「
敵
艦
見
ゆ
」
の
第
一
報
打
電

時
刻
は
午
前
4
時
45
分
で
、
季
節
は
夏
季
に
な

る
前
で
、
明
け
方
で
あ
る
こ
と
か
ら
中
波
帯
に

お
け
る
伝
播
状
況
が
良
好
な
状
態
で
あ
っ
た
と

推
察
で
き
る
。
早
朝
の
5
時
前
後
で
あ
れ
ば
、

遠
距
離
に
伝
搬
可
能
な
時
間
帯
で
、
今
日
で
も

東
京
で
九
州
や
中
国
、
朝
鮮
の
放
送
が
受
信
で

き
る
。

○
日
本
海
海
戦
直
前
の
遠
距
離
通
信
に
史
実

　
日
本
海
海
戦
直
前
に
、
ロ
シ
ア
の
艦
船
が
本

州
近
辺
で
商
船
を
撃
沈
し
た
が
、
横
須
賀
の
吾

妻
山
に
設
置
し
た
ア
ン
テ
ナ
に
は
ロ
シ
ア
の
無

線
電
信
が
強
力
に
受
信
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
ロ

シ
ア
の
艦
船
が
近
海
に
存
在
す
る
は
ず
と
判
断

し
、
日
本
側
は
艦
船
を
差
し
向
け
た
。
夜
間
に

入
っ
て
も
日
本
側
は
ロ
シ
ア
の
艦
船
を
発
見
で

き
ず
帰
還
を
申
し
出
た
が
、
吾
妻
山
で
は
ロ
シ

ア
の
無
線
電
信
の
強
度
が
依
然
強
い
ま
ま
で

あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
引
き
続
き
捜
索
を
指
示

し
た
が
、
後
日
拿
捕
し
た
ロ
シ
ア
艦
船
の
航
海

誌
か
ら
、
夜
間
に
は
す
で
に
北
海
道
付
近
に
達

し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
も

電
離
層
に
よ
る
電
波
反
射
効
果
が
、
遠
距
離
か

ら
の
電
波
到
来
を
確
実
に
さ
せ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

○�

聯
合
艦
隊
が
使
用
し
た
空
中
線
と
三
六
式
無

線
電
信
機
の
周
波
数

　
上
記
の
議
論
を
行
う
た
め
に
は
、
三
六
式
無

線
電
信
機
の
周
波
数
が
、
中
波
帯
に
あ
っ
た
か

を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
当
時
の
無
線
電
信

は
火
花
放
電
を
用
い
た
Ｂ
電
波
（
電
信
符
号
が

作
り
出
す
パ
ル
ス
信
号
を
直
接
に
電
波
と
し
て

扱
う
方
式
）
で
行
わ
れ
、
非
常
に
広
い
周
波
数

域
を
用
い
る
電
波
で
あ
っ
た
。
今
日
、
周
波
数

測
定
装
置
で
測
定
す
る
と
、
数
１
０
０
kHz
か
ら

１
，
０
０
０
MHz
以
上
に
及
ぶ
。
当
時
は
周
波
数

を
限
定
す
る
同
調
回
路
な
ど
の
技
術
が
未
確
立

で
、
本
来
必
要
な
周
波
数
だ
け
で
な
く
数
千
倍

も
の
不
要
な
電
波
を
同
時
に
送
信
す
る
こ
と
に

な
り
、
送
信
出
力
は
膨
大
な
も
の
と
な
っ
て
い

た
。

　
そ
れ
で
も
主
要
な
周
波
数
成
分
は
ア
ン
テ
ナ

の
共
振
作
用
で
決
ま
っ
た
。
三
六
式
無
線
電
信

機
に
用
い
ら
れ
た
ア
ン
テ
ナ
は
、
第
5
図
に
示

す
よ
う
に
、
メ
イ
ン
マ
ス
ト
か
ら
甲
板
後
部
へ

張
っ
た
約
40
ｍ
の
4
条
式
傾
斜
部
（
ス
ロ
ー

パ
ー
ア
ン
テ
ナ
）
と
、
無
線
室
へ
約
30
ｍ
の
線

条
で
構
成
さ
れ
た
。
全
長
70
ｍ
～
80
ｍ
の
ア
ン

テ
ナ
は
4
分
の
1
波
長
垂
直
ア
ン
テ
ナ
と
し
て

作
動
し
、
整
合
す
る
無
線
周
波
数
は
約
１
，
０

０
０
kHz
で
あ
っ
た
。
こ
の
周
波
数
は
当
時
主
流

の
マ
ル
コ
ー
ニ
無
線
機
に
お
い
て
も
大
差
な

く
、
イ
タ
リ
ア
の
マ
ル
コ
ー
ニ
博
物
館
の
資
料

に
は
９
８
０
kHz
と
あ
る
。

　
４
条
式
ア
ン
テ
ナ
は
マ
ル
コ
ー
ニ
が
初
期
に

用
い
た
多
条
ア
ン
テ
ナ
を
継
承
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
、
実
効
表
面
積
を
広
く
し
て
高
周
波
電

流
を
増
強
す
る
目
的
が
あ
っ
た
他
、
高
周
波
電

流
の
通
り
道
が
多
種
類
採
れ
る
の
で
広
範
囲
の

周
波
数
に
適
応
で
き
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
聯

合
艦
隊
で
は
毎
朝
、
火
花
放
電
の
調
整
を
、
放

電
音
を
聞
き
な
が
ら
行
う
な
ど
、
今
日
の
周
波

数
調
整
と
は
格
段
に
低
い
精
度
の
方
法
を
採
ら

ざ
る
を
得
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。
4
条
ア
ン
テ

ナ
は
、
こ
う
し
た
周
波
数
ず
れ
を
吸
収
し
て
無

線
機
回
路
と
の
整
合
を
図
る
も
の
で
も
あ
っ

た
。

　
一
方
、
こ
の
後
部
甲
板
に
張
ら
れ
る
垂
直
ア

ン
テ
ナ
は
、
主
砲
を
打
つ
際
は
邪
魔
に
な
り
、

戦
闘
時
は
取
り
外
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
当
時
は

複
数
の
ア
ン
テ
ナ
を
準
備
し
て
通
信
の
確
保
を

行
っ
て
い
た
。
竹
竿
を
舷
側
に
張
出
し
補
助
ア

ン
テ
ナ
と
し
た
り
、
マ
ス
ト
間
に
水
平
ア
ン
テ

ナ
部
を
設
け
て
逆
Ｌ
字
型
ア
ン
テ
ナ
を
構
成
す

る
な
ど
し
た
。

　
こ
の
逆
Ｌ
ア
ン
テ
ナ
は
、
海
軍
技
師
木
村
駿

吉
氏
の
提
案
に
よ
る
が
、
当
初
は
全
面
採
用
さ

れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
伊
地
知
大
佐
は
、
第

2
艦
隊
で
逆
Ｌ
ア
ン
テ
ナ
の
試
用
を
続
け
、
相

当
の
成
績
を
得
た
。
実
際
に
日
本
海
海
戦
に
お

い
て
は
、
第
2
艦
隊
で
は
逆
Ｌ
ア
ン
テ
ナ
か
ら

の
電
線
を
砲
弾
の
置
か
れ
た
甲
板
に
下
し
、
こ

こ
に
受
信
機
を
持
ち
出
し
て
受
信
を
維
持
し

た
。
こ
の
結
果
、
海
戦
中
の
全
交
信
を
記
録
し

保
存
で
き
た
と
さ
れ
て
い
る
。

あ
と
が
き

　
本
稿
草
稿
の
契
機
は
、
三
笠
保
存
会
荒
川
理

事
長
と
毛
利
、
太
田
が
記
念
艦
三
笠
の
艦
内
展

示
の
Ｉ
Ｔ
化
を
進
め
て
い
る
議
論
の
中
か
ら
、

話
題
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

筆
者
の
ひ
と
り
毛
利
は
、
商
船
時
代
の
信
濃
丸

の
船
長
ジ
ョ
ー
ン
・
ソ
ル
タ
ー
（J

o
h
n
 

S
a
lte
r

）
に
家
系
の
つ
な
が
り
を
持
つ
。

●
無
線
電
信
室

　「
三
笠
」
の
無
線
電
信
室
に
は
三
六
式
無

線
電
信
機
が
装
備
さ
れ
て
い
た
。
明
治
38

年
（
１
９
０
５
年
）
５
月
27
日
、
五
島
列

島
西
方
に
お
い
て
哨
戒
中
の
仮
装
巡
洋
艦

「
信
濃
丸
」
か
ら
発
信
さ
れ
た
「
敵
艦
見
ゆ
」

の
第
１
報
は
、
第
３
艦
隊
旗
艦
「
厳
島
」

を
経
由
し
て
こ
の
電
信
室
で
受
信
さ
れ
、

東
郷
司
令
長
官
の
「
敵
艦
隊
見
ゆ
と
の
警

報
に
接
し
…
」
の
連
合
艦
隊
出
撃
報
告
も

こ
の
電
信
室
か
ら
海
底
ケ
ー
ブ
ル
を
経
由

し
て
発
信
さ
れ
た
。

第１図　電離層による電波の反射作用

第２図　太陽黒点数の推移

第３図 日本海海戦と太陽黒点数（第２図を部分拡大）第４図　電離層の昼夜の差

図５　旗艦三笠に敷設された４条式スローパーアンテナ


